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図1．完全な100W高効率、低コスト、最小部品点数の絶縁型テレコム・コンバータ。
他の出力電圧レベルと電力レベルには簡単な部品の変更だけが必要

降圧コンバータの設計者は、同期整流とPolyPhase®イン
ターリーブ電力段を備えた最新の降圧コントローラICに
よって可能となった単純さ、高効率および高速過渡応答の
恩恵を長いこと享受してきました。残念ながら、これらの
同じ機能は、降圧コンバータの近い親戚であり、絶縁され
た産業用アプリケーションやテレコム・アプリケーション
でよく利用されるフォワード・コンバータでは実装するの
が困難もしくは不可能でした。しかしそれも過去のことで
す。LTC®3706 2次側同期コントローラとそれに同伴する
スマート・ゲートドライバLTC3725により、降圧コンバー
タの単純さと性能を備えた絶縁型フォワード・コンバータ
を作ることが可能になりました

単純な絶縁型3.3V/30Aフォワード・コンバータ

多くの絶縁型電源では、コントローラICは入力（1次）側に
置かれ、出力（2次）を制御するのに間接同期整流器のタイ
ミングと光アイソレータのフィードバックが使われます。

図1に示されている回路では、もっと少ない部品を使った
もっと直接的な手法が使われています。LTC3706コント
ローラが2次側に使われており、自己始動機能を備えた
LTC3725ドライバが1次側に使われています。入力電圧が
加えられると、LTC3725は出力電圧の制御されたソフトス
タートを開始します。出力電圧が上昇し始めると、2次側の
LTC3706コントローラがT1、D1およびQ2を介して急速に
立ち上がります。続いてLTC3706がエンコードされた
PWMゲート・パルスを（信号トランスT2を介して）1次側
のLTC3725ドライバに送って出力電圧を制御します。さら
に、LTC3725は入力信号とバイアス電力の両方をT2を介
して受け取る簡単なドライバとして動作します。
、LTC、LTはリニアテクノロジー社の登録商標です。　　　　

Polyphaseはリニアテクノロジー社の登録商標です。　　　　　　　　　
他のすべての商標はそれぞれの所有者に所有権があります。
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1次側から2次側コントロールへの移行は出力電圧の数分の一
でシームレスに起きます。その時点以降、動作とデザインは単
純な降圧コンバータの動作とデザインに単純化します。2次側
センシングにより遅延が除去され、大信号オーバーシュートが
緩和され、出力容量が減少します。図1に示されているデザイ
ンは市販の磁気部品を使い、高い効率を与えます（図2を参
照）。

16ピンのLTC3726 2次側コントローラは24ピンのLTC3706
のオプションです。LTC3706に備わっているリモート電圧セ
ンスやリニア・レギュレータの機能はLTC3726には備わって
いませんので、シングル・フェーズのデザインやPolyPhase
のスレーブ・デバイスに適しています。両方のコントローラ
とも、1次側のドライバなしに、非絶縁型アプリケーションに
使用することができます。

特長
これらのICには、ほとんど外付け部品なしに、簡単な帰還
ループを使って堅牢な性能を実現する機能が備わっていま
す。たとえば、LTC3725 1次側ドライバにはリニア・レ
ギュレータ・コントローラと内部整流器が備わっており、
1次側バイアス電源が不要です。LTC3725には2次側の電
圧制限と1次側の電流制限も含まれています。LTC3706コ
ントローラには同期式整流器クローバとリモート電圧セン
ス機能が備わっています。

まとめ

新しいLTC3706コントローラとLTC3725ドライバは、こ
れまでにないレベルの簡単さと性能を絶縁型電源の設計に
もたらします。これら2つのデバイスは一緒に機能して、
市販の外付け部品を使った、高効率で低コストのソリュー
ションを実現します。
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図2．36V～72VINから3.3VOUTの効率

PolyPhaseデザインによる電力リミットの向上
LTC3706はPolyPhase電流分担デザインが簡単にできるの
で、標準的フォワード・コンバータの電力リミットの制約
を受けません。PolyPhase動作により、フェーズを交互に挟
み合わせた2つ以上の電力段が正確に負荷を分担することが
可能になります。PolyPhaseによる電流分担の利点には、大
幅な効率改善、高速過渡応答、入力リップルと出力リップ
ルの減少など多数あります、

LTC3706は0.6Vまでの低電圧とともに、5V、12V、
28V、52Vなどの標準的出力電圧をサポートします。1.2V
電源を2個並列に接続して100Aの電源をいかに簡単に実現
できるかを図3に示します。0A～100Aの負荷電流ステップ
の間の出力インダクタの優れた電流トラッキングと、起動
時の0.5Vでの2次側コントロールへの滑らかな移行を図4に
示します。

関連製品
LTC3705はLTC3725シングル・スイッチ・フォワード・
ドライバのデュアル・スイッチ・フォワード・ドライバ版
です。LTC3705は80V（100Vの過渡）ハイサイド・ゲー
ト・ドライバを内蔵しています。その2スイッチ・トポロ
ジーにより、トランスのリセットの心配が不要で、デザイ
ンがさらに簡素化されます。
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図3．高電力動作のために並列接続した電源

図4．1.2V、100Aの負荷電流ステップ（上のトレース）
と起動曲線（下のトレース）
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